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赤鬼です

　私は今から４４年前、岐阜市の厚見地区で生まれました。小学校の頃は同年代の子
どもの多くがそうであったように夢といえばプロ野球選手で、学校から帰ると宿題そ
っちのけで、毎日のように暗くなるまで近所の友達同士で草野球をして遊びました。
　そんな私も高校卒業後は平凡に就職し、１０年余り航空機関係の製造業で勤めまし
た。将来に夢が持てないままでいたところ社屋移転が決まり、それをきっかけに高校
時代のアルバイト先であった杉山塗装店に入社しました。その後、３年前に岐南町に
営業所を構えることとなり、その頃から岐南町や笠松町、岐阜市南部の方々のお家を
「いつまでも美しく保つお役に立ちたい」と思うようになりました。
　今では地元地域の方々から少しずつですが声を掛けて頂けるようになりなりました
が、まだまだスタートを切ったばかりといったところです。今後は今まで以上に技術
を磨き地域の皆様の大切なお家の「キレイで安心長持ち住宅の実現」のために精一杯
努力していきたいと思います。宜しくお願いします。

　私は小学生の頃から料理を作るのが大好きでした。両親が共働きだったこともあり
家族の食事も私が作っていました。そこで大人になったら料理人になりたいと夢を描
いていました。中学卒業を目前に控えた２月の中頃、両親に「料理人になるために東
京へ修行に行く」と伝えたところ、両親は勿論、親戚の皆から総反対され、結局願い
は叶わず、高校に進学というごく一般の選択をしました。
　杉山塗装店に入社して２０年間多くの方の住宅の塗装をさせて頂きましたが、なん
と言ってもヤリ甲斐を感じる瞬間は、お客様が「キレイになったねぇ」と笑顔で喜ん
で頂いた時です。
　今後は今迄以上に、より多くのお客様と塗装を通し喜びを共感できるよう塗装技能
を磨き、そして後輩にも同じ思いを経験できるよう「技」と「心」を伝えて行くこと
が、今の自分の一番の仕事と考えています。宜しくお願いします。


